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久喜市教育委員会 in SAITAMA

子どもたちが生きる社会を見据えた教育の在り方
教育の目的

人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及び社
会の形成者として必要な資質を備えた心身ともに

健康な国民の育成

社会の変化と時代の要請 子どもたちの実態
教育課程全体をとおした
汎用的な資質・能力の育成

教育の目的を達成するために、

各校が教育課程全体を捉え全体最
適化することが必要！

教育課程を形成している一つ一つの
意味や価値を認識し、全体を構造的
に捉えながら、再構築する。（各校
のオーナーシップを発揮！）

持続可能な社会の創り手を育成していくためには、子ども自身がオーナーとして学びに向か
う「わくわくする学び」が必要。その方向性を見出す一つの視点として「ＳＴＥＡＭ」を重
要視することとした。 ⇒市全体で、久喜市版ＳＴＥＡＭ教育を推進

「学校観」「授業観」の転換
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久喜市教育委員会 in SAITAMA

生涯にわたって生きて働く汎用的な資質・能力の育成

久喜市版STEAM教育
・STEAM化された学びの推進
教科横断的な学びの中で探究し、

社会とつながっている真正な問題
解決のために、多くの他者と協働
しながら新しい価値を創造する学

び（生活科・総合的な学習の時間
の充実）
・教科における探究的な学びの充実
・先端機器を活用したイノベーショ
ン体験の充実
・テクノロジーの善き担い手を育む
教育の推進
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久喜市教育委員会 in SAITAMA

市内小・中学校各３１校が教育課程の「オーナー」に

一人一台端末とクラウド環境を基盤とした学習環境

校 務 D X

生活科、総合的な学習の時間

各教科の学び

学校行事、その他教育活動全般

各教科の学びを活用・発揮各教科の学びを生きた学びへ

地 域 学 校
企 業

連携 連携

令和５年度より市内の全小・中学校が授業時数特例校に
各校の実態、強み、リソース等を活かした柔軟な教育課程の編制

市内全３１校がコミュニティー・スクール
多くの企業とも連携
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授業時数特例校制度活用事例（久喜市立砂原小学校）

久喜市立砂原小学校

砂原小学校 in KUKI, SAITAMA

昭和５１年 開校 （来年度５０周年）

児童数 ４６７名

学級数 ２１学級

鷲宮神社

４



授業時数特例校制度活用事例（久喜市立砂原小学校）

砂原小学校 in KUKI, SAITAMA ５



カリキュラム・マネジメント

方法
・総合的な学習の時間・生活科を軸にす
る
・資質・能力ベースで学びを紐づける
・授業時数特例措置の１５時間を
「ひらめきタイム」として位置づけ、
生活・総合に必要な力を教科横断的に学ぶ

目的
・各教科の学びをつなげる
・児童の主体性を大切にする
十分な時間を確保する
・教師が１年の学びをデザイン

ポイント
・どこで、どんな学びを差し込むかは、
教師のデザイン次第。
（年間通して見直し続ける）

総合・生活の計画（スパイラル図）の
サイクルに合わせて色分け

授業時数特例校制度活用事例（久喜市立砂原小学校）

砂原小学校 in KUKI, SAITAMA

特に時間を確保して探究を深め
させたい学習場面を想定
（ひらめきタイム）

国語ー１０時間、算数ー５時間
⇒生活・総合＋１５時間
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砂原小スパイラル図
（総合・生活の単元計画）

授業時数特例校制度活用事例（久喜市立砂原小学校）

砂原小学校 in KUKI, SAITAMA

ひらめきタイム
（特に探究を深め
たい学習場面）
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R６年度５年生「未来につなげよう！日本の伝統工芸」

アンケートの作成と集計を行い、割合
をグラフで可視化
⇒算数「割合をグラフにして表そう」

自分の考えをまとめ、筋道の通った説得力のある文章
構成を考える
⇒国語「文章に説得力をもたせるようにするには」

授業時数特例校制度活用事例（久喜市立砂原小学校）

砂原小学校 in KUKI, SAITAMA

子どもたちの思いを形に
→日本の伝統工芸を繋げる活動として、すなはらまつり(文化祭)で販売したオリジナル商品
の売上金を「日本工芸会」に寄付

自分の考えや思いを伝える発表に、説得力をもたせたい！
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授業時数特例校制度活用事例（久喜市立砂原小学校）

砂原小学校 in KUKI, SAITAMA

総合に必要な力を資質・能力ベースでつなぎ、教科横断的に学ぶた
めのカリキュラム・マネジメント
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授業時数特例校制度活用事例（久喜市立砂原小学校）

砂原小学校 in KUKI, SAITAMA

R５年度６年生
「Make Happy Project for KUKI」

データに基づく具体的な事実や考えを基に、筋道の通った
文章になるように文章の構成や展開を考える力
⇒国語「デジタル機器と私たち」（６年）

「自然環境を守るために」(５年) 授業参観をプレゼン発表、
アドバイス会に設定

→実践に対するフィード
バックを多くもらい、プ
レゼンの精度を上げてい
く。（特色ある教育活動
に対する保護者の方の理
解も促せる）

（表現の場の工夫）
市役所の方に提案し、
コラボイベントを企画
→市のイベント「コス
モスまつり」の企画と
して実際に採用される

久喜市の人に「幸せ」を感じてもらえるようなイベントを企画！
自分の考えを伝えるプレゼンに、もっと説得力をもたせたい！

より分かりやすいプレゼン資料を作成する力
⇒算数「プログラミング」
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成果 教師が変わる、子どもも変わる

・教科書で学ぶだけではなく、自分事、必然性のある学びと
なり、夢中になって学ぶ姿が多く見られるようになった。
・学ぶことを楽しむようになった。教科学習が不得意な子も、
この生活・総合を楽しみに学校へ来ることも多い。
・実社会と関わる活動を行い、今後も社会と関わっていこうと
する気もちが芽生えた。
・全教科が繋がっていることを意識して学ぶことで教科学習
の意欲も向上している。

授業時数特例校制度活用事例（久喜市立砂原小学校）

砂原小学校 in KUKI, SAITAMA

児童の変容

＜課題＞・各教科の見方・考え方、学びの目的の軸をぶらさずに教育課程を編成する教師の専門性向上
→教師の学びの場、研修の時間を確保
・児童・教師の変容をデータ化し、効果を立証すること
・年度ごとに教員が入れ替わっていく中で、持続可能な学びにしていくための仕組みづくり

・付けたい力への意識が向上した。
・児童の「学びたい思い」「わくわく」を大切にするように
なった。（学びの主語は子ども）
・試行錯誤、失敗経験をさせることに価値を見いだすように
なった。（大人の基準で「成功」を決めない。）
・教育課程を定期的に見直し、１年間の学びの地図として、自
分達で常に編成するようになった。（子どもの学びに伴走）
・「こんなこともできるかもしれない」と授業展開の幅が広
がった。（教師自ら探究的に学ぶように）

教師の変容

大変だけど、やってよかった！
もっと子どもたちが夢中になって学ぶ姿が見たい。
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授業時数特例校制度活用事例（久喜市立栢間小学校）

久喜市教育委員会 in SAITAMA

「地域とともに栢間小１５０歳のお祝いをしようプロジェクト」

子どもの声から子ども主催の周年行事をプロジェクト化

小規模校の強みを活かし、全校で縦割り活動を実施

国語、算数、社会、理科、音楽、図工、家庭科より２０時間減じ
生活科・総合的な学習の時間を２０時間拡充
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授業時数特例校制度活用事例（久喜市立栢間小学校）

久喜市教育委員会 in SAITAMA

地域連携
企画の提案・練り上げから
地域の方と一緒に行う

◆来場者対応チーム
〇記念品やプレゼントを準備する
（キーホルダー・エコバック・
お花・野菜）〇くす玉作り
〇「階段アート」でおもてなし
〇当日の来場者対応

◆歴史チーム
〇栢間の歴史を調べ、まとめる
〇歴史ヒストリールーム整備
〇開祭セレモニーで歴史プレゼン

◆展示アートチーム
〇ペットボトルキャップアート
〇巨大かやぴょん
〇現在の栢間小ジオラマ 作成

◆宣伝チーム
〇宣伝ポスター作成
〇記念祭サイト作成・更新（情報発信）
〇当日来場者インタビュー

◆スポーツチーム
〇外・健康アスレチック準備

〇中・ボッチャ、コーンホール、
的当て、ボーリング
【誰でも健康的に運動できる】

実施に向けて必要なチームも、どのチームに入るかも子
どもが自己選択・自己決定していく

各教科で培っ
た資質・能力
を総合で発揮
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各教科の見方・考え方を働かせながら問題解決に向けた「生きた学び」を展開
汎用的な資質能力だけでなく、地域の方々との絆や郷土愛も育まれた

授業時数特例校制度活用事例（久喜市立栢間小学校）
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授業時数特例校制度活用事例（久喜市立久喜中学校）

久喜市教育委員会 in SAITAMA

１年生 国語４時間、社会３時間、理科３時間、音楽３時間
美術３時間、英語４時間 計２０時間→総合が７０時間に増

主専攻：生徒が主体的に３年間連続で
深める探究活動

副専攻：該当学年のテーマで行う探究
活動
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授業時数特例校制度活用事例（久喜市立久喜中学校）

久喜市教育委員会 in SAITAMA

◆第２学年総合テーマ「よりよい自分の人生を見つめよう」の事例

自分の力で課題を乗り越える体
験とそのプロセスが生徒にとっ
て価値ある学び
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授業時数特例校制度活用事例（久喜市立栗橋西中学校）

久喜市教育委員会 in SAITAMA １７



授業時数特例校制度活用事例（久喜市立栗橋西中学校）

久喜市教育委員会 in SAITAMA

教育委員会主催のプレゼン大会を活用して、地域活性化のため「健康×商業」に焦点を
あてて考えたアプリケーションについて市民に向けて発信
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成 果 （教師の意識が変化）

久喜市教育委員会 in SAITAMA

◆学びの主語が変化 「教師が、教える」⇒「子どもが、学ぶ」（学びの主語は子ども）
◆授業改革をするため、教師が主体的に学ぶように。子どもの変容は教師のにとってもやりがいに
なっている。
①調査や各種データにもとづき、教育課程を編成し、実施し、評価
して改善を図る一連のDCAサイクルを確立しているか

久喜市

②こどもが自分で学ぶ内容を決め、計画を立てて学ぶ活動を行ってい
ると思うか

久喜市

③個々の教員が自ら専門性を高めるため、校外の各教科等の教育に
関する研修等に定期的・継続的に参加しているか。

久喜市

久喜市全体で取り組んだことで、各校が教育課
程に対するオーナーシップを発揮するようにな
った。その結果、教師の授業観が変容し、これ
からの教育について真摯に向き合い、授業改善
に前向きに取り組む教員が増えている。
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成 果 （子どもの資質能力の変化）

ICT×学びアンケート（株式会社エデュテクノロジー）より

学力を伸ばした児童生徒の割合「学びに向かう力・汎用的な能力」の変容

埼玉県学力学習状況調査より

久喜市教育委員会 in SAITAMA

R5.  9月
R5.12月

２０



久喜市教育委員会 in SAITAMA

各校さらにオーナーシップを発揮した教育課程の編制へ

令和８年度より全校で
教育課程特例校申請を予定

子供一人一人のよさや能力を最
大限引き伸ばし、次代の日本を
担う人材を育成するため、学校
の特性や実態に合わせて最適化
された教育課程の編成していく。

授業時数特例校での積み重ねをもとに、各学校それぞれの実態と向き合い、

さらにオーナーシップを発揮して教育課程を編成してほしい
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柔軟な教育課程を目指すために・・・

久喜市教育委員会 in SAITAMA久喜市教育委員会 in SAITAMA

英語で広げる探究活動
グローバル探究科

自分の強みをとことん磨く
スペシャリティーマイナー

ICTの力で新たな価値の創造を
ICTイノベーション科

協働で生み出す新たな価値
COクリエイション科

子供や学校の実態に応じた多様な教育課程のニーズ １校も取り残さない教育委員会の
研修と伴走支援

教育課程が柔軟になることで、市内の学
校間で教育の質の差が生じやすくなる。
教育委員会の各学校担当を中心により密
に連携を図り、研修の機会を提供したり、
必要なサポートをしていく

一方で

教育課程特例校は文部科学省の指定が必要。
⇒前年度の６月～８月に申請をしなくてはならないが、教師がどの学年を担当するか、子供の実 態に
応じてどういう教育活動が最も子供の心を動かすかなど、前もって分からないことが多い。
⇒前年度の夏に申請するのでは、「子供の実態」に応じた柔軟な教育課程の編成・実施は難しい

柔軟な教育課程の仕組みを、学校の特色を活かすだけでなく「子供の実態」に応じて活用できるようにす
るためには、前年度の申請・文部科学省の指定が必要なものとするのではなく、
学校・市町村教育委員会の判断で当該年度内でも柔軟に運用できるようなものにしていくべきではないか。

次期学習指導要領に向けた期待
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付属資料：久喜市全体で教育改革を推進するための方策について

久喜市教育委員会 in SAITAMA久喜市教育委員会 in SAITAMA ２３



方策１：市内全校を一つのコミュニティに

久喜市教育委員会 in SAITAMA久喜市教育委員会 in SAITAMA

必要な情報は
教職員ポータルサイトに集約

クラウドツール使用の日常化による逐次的コミュニケーション・情報の即時共有

教職員同士での日常的な情報共有や相
談などはチャットを活用
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方策２：市内全校にリーダー（専門医）を育成

久喜市教育委員会 in SAITAMA久喜市教育委員会 in SAITAMA

市内各校から推進者を選出
・各校の中核となる教員育成

・取組を全校で共有する仕組み

デジタル学習基盤の学び、STEAM教育、校務DX等を中核の取組に

久喜市版未来の教室研究委員会 STEAM教育研究委員会

未来の公教育研究委員会
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久喜市教育委員会 in SAITAMA

研究委員会を中核に久喜市版STEAM教育を推進
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方策３：いつでも見直せる「単元配列表」の共有

久喜市教育委員会 in SAITAMA久喜市教育委員会 in SAITAMA

オンラインホワイトボードツールで単元を簡単に動かしたり、
教材のリンクを貼り付けたりすることで、日常的に単元配列を
見直せるようにした。また、クラウドの利を活かし、教育委員
会とも常に最新のものを共有している。

付箋を動かすよ
うに、単元動か
せるので、簡単
に順番を入れ替
えたり、組み合
わせたりするこ
とができる。 単元計画や学習

材も各教科のド
ライブ内に蓄積
されていく
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方策４：学びと社会が繋がる「まとめ・表現」の充実

久喜市教育委員会 in SAITAMA久喜市教育委員会 in SAITAMA

教育委員会主催で全校参加型ジュニアプレゼン大会を今年度より実施

市内大型商業施設
と連携して実施
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